
１．接頭語

whakaを接頭に置き、普遍的に由来する。
言い換えると、名詞などの基本的なものは接
頭語whakaを伴う。名詞などは替えられる
が、すでに普遍的基本的な層は変わらない。
Whakaを接頭辞に於いてその差異は、同じ動
詞が他動詞または自動詞として使用される意
味の違いで示されている。例えば下記の
tupuをみてもわかる。

whakatupu-ria grow（他動詞）
tupu-ria grow（自動詞）

tuu-ria stand

whakatuu-ria setup

noho-ia sit

whakanoho-ia setinplace

moohio-tia know
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whakamoohio-tia instruct

名詞とwhakaを接頭にした名詞は普遍性に
と変えられ、形を整える。そして、条件や状
況は基本的な形で示される。

Tata benear

whakatata-ngia approach

kino bebad

whakakino-tia makebad

rite belike

whakarite-a equal

tika bestraight

whakatika-ngi makestraight

mate bedead

whakamate-a kill

whakaを接頭にして、位置付けの意味を示
す。すなわち、位置を示すwhakaは方向性を
意味する。そして、この形は通常二番目に使
われフレーズとして用いられる。

titirowhakawaho lookoutwards

haerewhakamuri goback

時折whakaの方向は南を示す。Whaka-te-
tai-tongaとして接頭語とされる。Whaka-te-
tauranga-wakaはカヌーが停泊しているとこ
ろ へ を 意 味 し、katitirowhaka-te-moanate
iwiraはその部族が海の方を見た意味であ
る。基本的にwhakaはほとんどの場合発音さ
れるが、あたかも発音されない分詞のようで
ある。このように見せるwhakaiは子供とし
てのtamaitiと韻をふまない。Whakaitiはiti
の第一音節で発音され、それゆえwhakaは本
質的には発音はされない。

tamaitiはaiにストレスを持つことはルール
にそっている。言い換えれば、whakaは発音
が目的であり無くてはならない語の一部とし
て扱われている。彫刻する意味のwhakairo
はtamaitiのように発音される。羞恥心を意
味するwhakaが基を成すかのように発音さ
れ、第一音節にストレスが置かれる。一息入
れる、休む、意味のwhakataaと比較すると、
taaにストレスが置かれる。例えば、ストレ
スは鋭敏なアクセントによってwhakaという
語を目立たせている。
一息入れる、休む意味のwhakataaと比較

するとtaaにストレスが置かれる。例えば、
ストレスは強いアクセントによってwhakaと
いう語を目立たせている。

KameaaWairaka,Kiawhakataaneake

ahau.

Wairakaは一人の男として振舞わせてく
れと言った。

Katakaiatetuupaapaku,kawhakairiaki

rungakiteraakau.

体はその木に雁字搦めにしばられた。

Nawaikoeiakokitemahiwhakairo?

誰が彫刻をあなたに教えたの？

Kawhakareringatamarikikitehaereki

Rotorua.

子供たちはロトルアに行く準備をした。

Iteiwaongahaaoraiteataote

Raatapu,kawhakahaeretiatekarakiaote

Koroneihana.

日曜日朝９時に戴冠式が教会で行われ
た。
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２．Lestやdon’tを意味するkei

不変化詞keiは普遍性を前もって位置づけ
る。keiで始める節はときおりkauaと始める
否定的命令法に従う。keiの使用は下記の例
に良く表れている。

Kauaepikiraakaukeitakakoe!

落ちるといけないから木に登らないで。

Kakiiatutewaeroakitenamu,Keiriri

taauaiteawatea,kanuitemate.

蚊はハエに日中は人を襲うのを止めよ
う、我々がやられるからと言った。

３．iteとkeiteと一連の偽動詞派生形

現在を示すkei前置詞と過去のiは時々単
数の定冠詞teと共に用いられる。eと作られ
る時制として、同じ意味形成されるために普
遍性をもたらす。そして、英語で云う時制
-ingによって翻訳される。しかしながら、
e.....anaの構文は現在、過去、未来に及び、i
teは過去のみに言及され、keiteは現在また
は未来に使われる。

KeiteahaaHata?

Hataは何しているの？

Keitekooreroia.

彼は話をしています。

KeitewhakatoitonuaRewikiaTamahae.

RewiはいまだにTamahaeを苛めている。

Keite haere koutou kiPoihaakena

aapoopoo.

あなたは明日シドニーに行かれます。

Iteahangatamarikiinanahi?

子供たちは昨日は遊んでいました。

偽動詞の受身の普遍性は、受動的、能動的
にも用いられる。

KeitekatainaaRewieTamahae.

RewiはTamahaeに笑われている。

様々な表現の中で，東地区における動詞の
継続性はe.....anaであるが、西地区では時制
に用いられ、一般にも普及している。そし
て、北オークランドおよび中央（plateauおよ
びその範囲）全域までに及ぶ。東地区の部族
の一般的挨拶は英語で云うHowareyou?と
同じ意味をなす keitepeewheakoe?また、
keitepeewheakoe?も同じ意味で使われる
が、Whatareyoudoing?の意味もある。北
オークランド地区はepeeheaanakoe?と短
縮した形が一般的である。
Keiの発音はkaiとも書かれ東地区の方言

ともなりwanganui川地域においても使用さ
れている。どの品詞もkeiまたはiは否定に
され、フレーズとして使われる。
KeitekutihipiaPaeko.KaahoreaPaekoi

tekutihipi.

Paekoは羊の毛を刈っている。Paekoは
羊の毛を刈っていない。

KeiaHatatehooihooPaeko.Kaahorete

hooihooPaekoiaHata.

HataはPaekoの馬を飼っている。Hata
はPaekoの馬は飼っていない。

KaahoreaTamahaeitewhakarongokia

Hatama.

TamahaeはHataそして他の人の言う事
を聞いていない。
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４．混合句における限定、その会話例

この句は英語で言うnewhouseをtewhare
hoouと表すが、一つの意味で無く混合句を
含み他の意味もある。論理的にはその句が限
られることはない。実際には二つの基本的な
句はありふれているが、三つの句のほうが最
もありふれている。しかし、三つの句以上に
時折起こりうる句もある。
どのケースも二つの位置を含むものとし

て、複合句の核として、見なされ、手助けと
なる。最初の位置はその基となるものまたは
その二つ目の位置によって変更され唯一のも
ので満たされる。

Tetangatapai.

いい男。

Itangituutewahine.

その婦人は立って泣いていた。

Etangihotuanatewahine.

その婦人はめそめそ泣きじゃくっていた。

Katangihaeretewahine.

その婦人は歩きながら泣いていた。

Kareretiitahatemanu.

その鳥は左右に飛ぶ。

５．無頭語句におけるiとkiの意味とそ
の使用

iとkiはたびたび出来る品詞で、二つとも
異なった構成に用いられ、読者にはパズルの
ような異なった意味を成す。この部分に於い
て、何らかの結果に区分され、無頭語句を成
すときこれら二つの品詞の機能すなわち文章
の意味を述べ伝える。
Towardの意味として、kiは～の方向、

～に、基本的に意味している。この意味は動
作が示されない時でも本来使用は備わってい
る。実際にgoを意味するhaere,returnを
hoki,enterをtomo,runをoma,flyをrere,ki
は動作の目標を示し又方向を示すtoに訳さ
れる。

Ehokianaaukitekaainga.

私は村に行くところです。

Hokiatukitowhenua!

国に帰りなさい！

KarereaTainuikitaawaahiotemoana.

Tainuiは海の反対側に航行した。

実際の動作を暗示しない多くの普遍性と
我々は目標に向かって指示されている動作を
容易に想像できる。lookとしてのtitiro,call
をkaranga,weepをtangi,fightをwhawhai,re-
memberをmahara,questionをpaataiとなる。
コメントは、もし俳優から分離されている目
標であればkiによって常に紹介される。そ
してその動作が再帰であればaskingaques-
tionとかthinkingathoughtのようにその内容
はIにより紹介される。

Emaharatonuanaaukiootaauatuutaki-

tangaingawaaomua.

私は過ぎた日の会議をたえず思い出して
いる。

Katitiromaiiakitookukaakahu.

彼は私の着ている服装を見ている。

又動作が含まれないようなkiの選択は多
くの場合kiを目標として選ぶが内容にある
動作や方向を考えるのは英語的発想をする者
には難しい。
Knowとして、moohiro,desireのhiahia,be-

筑波学院大学紀要４ ２００９

―２８―



lieveのwhakapono,agreeのwhakaae,disagree
のwhakaheeなど、全て目的を示すkiと共に
用いる。

Emoohioanaaukiaia.

私は彼を知っている。

Kanuitanahiahiakitewahinera.

彼の欲望は彼女のために名士になること
だ。

Ewhakaheeanaaukitaraatoukoorero.

私は彼らが言っていることに反対です。

iにおける普遍的動作を意味するのは英語
のfromと同じ意味で、その場合towardsの意
味のkiとawayfromの意味としてのiの間に
対照的に置かれる。

Ihaeremaiaukitewhare.

私は家に来た。

Ihaeremaiauitewhare.

私は家からきた。

次に、受動動詞句はkiによって導かれ、
動作が行われる手段によりwith,byが使われ
る。

Katopeateraakaukitetoki.

木は斧で切り倒された。

Kakiteatetangatakingatapuwae.

その男は足跡で見つけられた。

能動動詞句はkiにおいて手段となる注釈
を取るかもしれない。しかし、この場合iの
注釈は現在形である。

Katopeiaiteraakaukitetoki.

彼は斧を持って木から落ちる。

iにおいて、その使用の幅広さ全て満たす
基本的な意味を暗示するのは可能ではない。
ここで何を区別されているか一つの試みがあ
る。
少なくとも英語を話す人々にとってはiの

意味は違ったように思える。異なった環境で
は適切な訳を暗示するのはかなり難しい。
iにより紹介される動作の概念の暗示は無

くそれは動作の目標を示す。そのような目標
は英語では直接目的語か前置詞句で示され
る。英語とマオリ語の構文上の違いがある。

Kanohoteeraatangataitoonawhare.

その男は自分の家で生活した。

KeitetikiaRewiingakaawhe.

Rewiは子牛をつれにいってくる。

KeitepatuaTamahaeingakau.

Tamahaeは牛を叩いている。

Kaahoretauawahineikiteitehikuote

taniwha.

その女性は化け物の尻尾は見なかった。

Kuarongoihotewahineneiitekahaote

ngongorooteihu.

その婦人は凄いいびきを聞いた。

iは状況や基本によって示された状態どち
らかを示す。その際、byやbecauseofの意味
で訳される。すなわち状況や状態の位置で、
at,in,on,fromなど適切な訳をつける。

Kapaateaawangawangakitaanekeiriro

tanatamaitiiteiwiotemoana.

その亭主は子供が海賊に連れ去られない
か心配した。
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PauatuaToimeUenuku,metoraauaiwi

iteahu.

ToiとUenukuと人々は火事で焼き尽くさ
れた。

Kaputuraauaitewaharoaotemarae.

彼らはmaraeの出口に現れた。

６．命令法の動詞

命令法は動詞kiaと命令法の抑揚により成
り立つ。例えば、

KiaKaha!Kiatoa!KiaManawa-nui!

強くなれ！ 勇敢であれ！確固たれ！

Kiatere! Kiangaawari!

早く！ 従順であれ！

Kiatuupato! Kiauu!

気を付けて！ 引き締めて！

否定の命令文は常に警告の感覚を持ちsta-
tiveの前にkei品詞によって形成される。

Keiwharakoe! Keimatekoe!

怪我をしないで！ きをつけて！

Keitakakoe! 落ちないで！

Keikahatepupuriingameana!

それらをあまり強く持たないで！

７．Kiaの従属節

異なった行為者の従属節を含む複文であ
る。例 え ば、Wecomeheresothatyouwill
learnMaori.この文の場合、Wecomehere.は
主文でありなおかつ，節でもある。sothat
youwilllearnMaoriは従属節である。例文の

中で、weは従属節のyouにおける登場人物
とは異なる。Weは別に人物としての状況に
たとえられる。Maori従属文における異なっ
た登場人物はkiaの中で動詞句をとることは
通説である。従って、私達Maoriのセンテン
スはkahaeremaitaauakikoneikiaakokoeite
reoMaoriとなる。他の例をみる。

Kakarangatiamaimaatoukiahaere.

我々は行くように呼ばれた。

Kahaeretaatoukitepaakiakiteauiaku

tamariki.

我々は私の子供たちに会うため村に行き
ます。

従属文の状況や動作を示すために、動詞句
にaiを前もって適当な位置に置く。従属文の
異なった登場人物にaiをもたらす。

Kahaeremaitaauakikoneikiaakoaikoe

itereoMaaori.

私たちはここにいるからあなたはマオリ
語を学ぶだろう。

Tooiaaketetataukiaurumaiaitehauhau

kiaau.

ドアを開けて、そうしたら風が私のとこ
ろに来るから。

８．定冠詞

定冠詞は次の状況に於いて代名詞と共に使
う。
１．主語として表す時、人称と共に用いる。
２．ki,i,kei,heiに従う時、人称と共に用い

る。
発音について云うと、定冠詞koeとiaは

kiaakoe,kiaaiaのフレーズにストレスをとり、
aaと長く発音する。定冠詞auの固有名詞は
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aauのように最初の母音にストレスを置く。
aauの結合はyourと同じaauと同音意義語で
あるが、区別は書き言葉において維持されて
いる。

Hemeapuhipuhiarungakitepuhikereruu.

てっぺんは鳩の羽で飾られていた。

Epuarekatoaanaaroto.

内側は全てくぼんでいた。

KameaatuaTinirau.

Tinirauは言った。

KatitiroaKae.

Kaeは見た。

KakiteatuiaiaPaania.

彼はPaaniaを見た。

Hetauragataputeeraaitewaaiaraatou.

釣り場が時間制限された。

Hoomaikiaau!

私にください。

継続的な不変化詞anaは動詞句の中で使
い、その位置づけは直接的不変化詞に従う。
またanaは位置づけを示すnei,naと両立もし
ないし、相容れない。方言として、e.....ana
の時制は西側地区の特徴、特に北島地区であ
る。西地区は特にkeiteとiteと共に擬似動
詞によって置き換えられる。
Anaのある談話形式で、anaは時々不変化

詞を持たない動詞句の中に置かれる。この使
用は談話形式を示すものである。適切な訳は
次のコンテクスに見られる。

KaehaereatuaKaeiaHineraauako

Raua,kataekikawetoraauaKaainga.Na,

kaweaanaeraatouaKae,kawhakatakoto-

riakitepouTokomanawaotewhareo

Tinirau.

KaeはHineとRauと一緒に行った。それ
から、KaeはTinirauの家の柱のところ
に運ばれ、横たわった。

Anaを示す例をみる。

Kamaharatewahinerakuamatetoona

taane;haereanakiterapu,kakiteaiae

takotoana,kuamate-kaaoreimaterawa.

Wahaaanaeiakitooraauawhare,kahor-

oiaoonapatunga.Kahaeretewahinekite

tikiwahine,kameaatuaTaawhaki,Ka

kitekoeiteraakauroaetuuana,turaki-

na,kaamomai.

その女性は亭主が亡くなったと思った。
夫を探しに行ったら、彼が負傷している
のを見つけた。彼女は彼を家に運び、傷
口を治療した。そして、薪を取りに出か
けた。Tawhakiは、あなたはあの背の高
い木がみえるでしょう。その木を倒し、
ここに持ってきてくださいと言った。

ka.....anaの条件時制はkaと共に句の中にあ
るanaは条件時制を形成する。
しかし、それはkaで始める動詞句による。

Kahaereanakoe,kamahuepanimaatou.

あなたが行けば、我々は孤児のように
なってしまいます。

Karirianatetangatara,kateteeoonaniho.

その男は怒り歯ぎしりをしている。

KahaeremaianateKuiinikiNiuTiieni,

kaatituaateiwiMaaori.

女王がニュージーランドに来ると、マオ
リ人は災難にみまわれる。

横瀬弘幸：ニュージーランド英語におけるマオリ語（IV）

―３１―



Kei....anaは英語のwhileの意味を持つ。例
えば、

Mehaeretaatoukeipaianateraa.

晴れている間に出かけよう。

Itewaaimuara,keihineanaau.

私が一少女だった時も過ぎた。

Paianakitekooreroatu!

言ったのはよかった。

Rerekeeanakitetitiroatu!

見るのは変だった。

Kinoanakitewhakarongoatu!

聞くのが怖かった。

９．感嘆詞と感嘆詞句

感嘆文の抑揚を持つ文で始める句など基本
的な決まりを持つ。感嘆詞のとその句は次の
ようになる。naは今や、その時を意味し、
非常にありふれていて、生き生きとした談話
に用いられる。

Na,katerehaereneiaHinauriitemoana.

それから、Hinauriは海にただよっていた。

Na,karewateopeaNgaatiAwa.

その時NgaatiAwaのパーテイが始まった。

Kaatahiはthenの意味を持ち、kaatahianoo
は第一に、ついに、正になどの意味を持つ。
Kaatahianooを主語で始める文は特に動詞句
と述部を前に置く。そして、常に動詞kaを
とる。

Kaatahiiakahokiatukitekaainga.

その時彼が帰宅した。

Kaatahianooaukuataemai.

私は丁度着いたところでした。

Kaatahikataeterongokingaiwikatoa.

それから知らせが全ての部族に届いた。

しばらくして、などの意味を持つAaは感
嘆文よりむしろ、ためらいを表す語と抑揚が
関連している。文語体ではコンマで区別され
る。

Aa,imuriihoitauatautohetangakamea

maiaTaranga.

それから、その議論後Tarangaは言っ
た。

Kautainangautangaoiawaka,oiawaka,

aa,karuupekekirungamengataangata.

馬車はカヌーを積み、人々全員が乗り全
てととのった。

英語のasifやlikeの意味を持つannoは人
によりaanooと発音される。

Anookotewhetuukaputaakeiitepae,

ngakaruotetangatara.

それは星が地平線に現れた様子だ。

Kotekanohi,anooherangiraumati.

顔は夏の陽を浴びたようだった。

Teputangaakeoteraa,anooheahietoro

anakitewhenua.

日の出はまるで地球全体に広がっていく
火事のようだった。

注視、見守る、意味のAnaa!とAnana!は次
のように使われる。

Anaa!Kawehitauaiwikioonakanohi.
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見て!あの人たちは彼の目に驚いたよ。

しかしながら、しかも、などの意味を表す
Otiraa!は下記のようである。

Noonaanootauakaainga;otiraa,nomaa-

toukatoa.

その土地は彼のものであるが、我々みん
なのものでもある。

ちょっと待って！をTaihoa!と言う。

Taihoataatouehaere!

行く前にちょっと待ちなさい。

Taihoa,Tamahae!

待て! Tamahae!

感嘆詞句はしたがって、～とか、それゆ
え、の意味を持つ。

HeoikamateaMaaui.Oiraa,materawa

akeia,kuatupuoonauri.

その結果Maauiは死んだのだ；けれど子
孫は増えた。

Heotianookahaereraatou.

次第に彼らは出て行った。

HeotianookaeatemateoTuu-whakararo.

結果として、Tuu-whakararoの死は復習
された。

英語で云うindeed,itiscasethat,そして、
hereisを表すkoia,koianei,koiana,koiara,な
どの表現方法を次に考察する。

Koiapeateenaa?Aaekoiaanoo.

多分それはそれですか？はい、おっしゃ
るとおりです。

Koinatetakeikiteamaiaiahau,hewhai

maiitakupaaua.

それが私がここにいる理由です。

次は挨拶について云うと、Maoriの挨拶は
Kiaora!が定番である。一日に何回となく耳
にする。別れの時も使う。しかし、正式には
別れにはHeikonei!と云う。enohora!ここ、
またはそこにいなさい!の意味で親が子供に
使う表現でもある。

また、しばらくして、の意味でNaawai,aa,
を使う。

Naawai,aa,kanuinoaatutoonarongo,pa-

kuuanakingaiwikatoa.

しばらくして、彼の名声は偉大になり、
全ての部族へと鳴り響いた。

Naawai、aa,kamimitinoaihotemanora.
しばらくして、大多数が少なくなった。

だから、それゆえ、などの理由を表す表現
に、inaakeanoo,inahokiが使われる。

Inaakeanooihaereaiteterongooteenei

wahine.

だから、この婦人の名声が広まった。

Wheeteroatuanatearerootetangata

wero.Inahokiratanaariki.

儀式で挑戦者の言葉はwheeteroでは特
質であった。というのは、これは長とし
ての彼だったからである。
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